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厳しい冬も過ぎ、暖かな日差しを感じられるようになりました。

雪解けが始まると、なんだかホッとしますね。

去る2月 9日に行われた「やしろ冬まつり」には、たくさんのご参加とお手伝いありがとうございました。

雪の中からボールを探し景品をもらう「宝さがし」を始め、巨大そりすべりやスノーフラッグ、雪上カルタ取

りなど、汗をかきながら楽しむ子どもたちの笑顔はキラキラしていました :

そして中学生スタッフに一緒に遊んでもらつた子どもたち。このようなイベントを通して、地域の方々と関

われることは本当にありがたく、子どもたちにとつてとても大切なことと感じました。

これからも、ぜひ積極的に参加したいですね。

やしろ冬まつり 宝さがし『よ～いどん !」

2月 24日 には、社会福祉協議会主催「避難者サロン☆ま

ほろば☆」のツアーで、あの有名な かみのやま温泉「古窯」

へ行つて来ました。小さいお子さん達を含め17名のご参加

でした。日本を代表する温泉宿の一つということで、皆さんは

とても楽しみにしていたようでした。

古窯へ着いてまずは休憩室にて、近況なども含め一人一

人自己紹介をしていただきました。そのあとは、早速温泉に

入つたり、著名人の描いた楽焼きを見に行つたり…日のんび

り過ごしました。午前中は、展望浴場が女性専用。鳥の眺望さながらに蔵王連峰と上山市内を一望できる

浴場を存分に堪能できたのではないでしようか。

そしてお待ちかねの昼食は、古窯オリジナルのビーフシチュー

やプリン、フグのお寿司に紅花を練りこんだうどんの鍋など、食ベ

きれないほどの豪華なものでした。

お子さん達には、子ども用の手ぬぐい、スケツチブツクとクレヨン

のプレゼント。ありがたいはからいですね !

とても有意義な一日になりました。またこうして、楽しい時間を共

有したいですね。社協のみなさん、ありがとうございました !

この春、福島へ戻られる方も、高畠に残る方も、心が折れそうになること

もあるかと思いますが、お母さんの笑顔が子どもたちの癒しです。元気に

子どもたちを守つていきましょう。
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